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オリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランのののの実践実践実践実践    

遊びの中から言語力の向上を目指す取組み 

                     守谷市立大井沢小学校 古谷 美樹 

１ はじめに 

  現行の学習指導要領においては，言語活動の充実が 

大きな柱になっている。本校では，これを受けて，平 

成２２年度より「自分の考えをもち，表現できる児童 

の育成」を研究テーマにした取り組みを始めた。研究 

を始めた当初は，言語力そのものを向上させることに 

重点をおいていた。また，児童の実態から，学習意欲 

の喚起も大きな課題と考え，時程表の中に「わくわく 

授業」を位置づけることにした。「わくわく授業」とは 

８時２０分から８時４０分の２０分間の活動である。 

活動の趣旨は，「児童がわくわくする活動であり，１校 

時の授業への学習意欲につなぐ」というものである。 

「わくわく授業」の中の水曜日を，全校で取り組む言語 

活動に関する活動の日とし，「わくわくことのは水曜日」 

と名付け，言語活動の基盤となる国語に関する活動を実 

践していくことにした。 

 

２ 実践                          平成平成平成平成２４２４２４２４年度年度年度年度のののの時間割時間割時間割時間割 

（１）「わくわくことのは水曜日」の主な活動内容       

   「わくわくことのは水曜日」で取り組んできた主な活動である。職員の共通理解のもと，全校で 

  取り組むことが大切であると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

主な活動例であり，学年の実態や学習内容との関連を図りながら，工夫ある活動に努めた。 

 

（２）オリジナルティーチングプランを活用した用具 

   上記の活動を進める中で，かるたや百人一首の数が児童の数を考えても，圧倒的に不足してい

ることが課題になった。そこで，オリジナルティーチングプランでの支援をいただくことを考え 

  た。下記に記した物が，今年度初めに揃えた物である。 

 

 

  

 

 

①①①①    ことわざいろはがるたことわざいろはがるたことわざいろはがるたことわざいろはがるた        ②②②②    ことわざいろはがるたことわざいろはがるたことわざいろはがるたことわざいろはがるた２２２２集集集集            ③③③③    百人一首百人一首百人一首百人一首    

    １学期 

   ＜読 む＞ 

・ 音読（教科書以外の文， 

古典 など） 

・ 暗唱テスト 

・ 国語辞典での意味調べ 

・ 読書 

・    かるたかるたかるたかるた，，，，百人一首百人一首百人一首百人一首    など 

 

   ２学期 

  ＜書 く＞ 

・ 単作文，作文 

・ 視写 

・ 感想文 

・ 本の紹介文    など 

・ 新聞のコラムへの意見  

※「読む」活動も入れながら 

    ３学期 

  ＜作 る＞ 

・ 川柳 

・ 俳句 

・ 短歌 

・ 詩          など 

※「読む」「書く」活動も入れな

がら 



   これらの教具については，どの職員も気軽に活用できるように， 

「わくわくことのは」に関連する教具と一緒に職員室の棚に整理 

して置くようにした。 

 守谷市には，「もりやかるた」という素晴らしいかるたがある。 

「もりやかるた」は，地域学習と関連づけて，社会科や総合学習 

で活用しており，ことば遊びで活用する「ことわざかるた」「百 

人一首」とは，用途を分けている。               わくわくことのはわくわくことのはわくわくことのはわくわくことのは専用棚専用棚専用棚専用棚 

 

   右の写真は，「わくわくことのは水曜日」のかるた遊びの 

    様子である。１年生でも，グループになり読み手と取り手 

   に分かれて楽しく活動をすることができる。遊びの中でこ 

   とばを増やすことができるので，とても有効である。 

 

３ 考察  

  かるたや百人一首の数を増やせたことで，活用回数が増え 

充実した活動ができるようになった。活動を重ねることで，     

ことばを覚えたり意味の分からないことばに興味をもったりも      かるたかるたかるたかるた遊遊遊遊びのびのびのびの様子様子様子様子   

できるようになってきた。遊びを通した活動なので，楽しくできることがなんと言っても本校の「わ

くわく授業」の趣旨に合っていると感じた。 

  児童にも，定期的にわくわく授業についてのアンケートを実施している。下記の結果は，１学期

末に集計したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

下学年の児童を中心に，「わくわくことのはが楽しい」と答えている。３年生以上では，かるた遊

びや百人一首が楽しかったと回答している。ことば遊びを通した活動が，着実に児童の中に根づい

ていることが分かる。 

 

４ 課題 

  根づき始めた活動を言語力の向上に結びつけていくためにも，今後もことば遊び活動を継続して

いくことが大切だと感じている。また，ことば遊びを国語の学習とも関連づけて，さらに積極的に

かるたや百人一首を活用していきたい。ことわざや百人一首の暗唱，ことわざを使った短文づくり

や和歌の作品づくりなど，活動も広げていきたいと考えている。 

 

どんな学習が楽しかったですか？ 

１年…音読・川柳作り 

２年…音読・作文・暗唱・川柳・辞書活動 

３年…音読・かるたかるたかるたかるた・言葉あそび・作文・川柳・

辞書活動・昔話音読クイズ 

４年…音読・かるたかるたかるたかるた・川柳・辞書活動 

５年…音読・かるたかるたかるたかるた・川柳・言葉あそび・作文・

辞書活動 

６年…川柳・漢字サイコロ・辞書活動・ 

百人一首百人一首百人一首百人一首    

 



基礎基本基礎基本基礎基本基礎基本のののの定着定着定着定着をををを目指目指目指目指したしたしたした学習支援学習支援学習支援学習支援

～ＳＵＮサンタイム，オープンルーム（算数）の実施～
守谷市立守谷小学校 担当 石塚 行男

１ はじめに

本校では，基礎基本の確実な定着を目指して「オープンルーム」と「ＳＵＮサンタイム」の学習

支援を実施している。「オープンルーム」は４年生の希望者を対象に算数の個別支援を行うもので

ある。また，「ＳＵＮサンタイム」は，学習ボランティアの「まるつけ先生」にお手伝いをいただ

き，計算力と学習意欲の向上を図っている。

２ 実践

(1) ＳＵＮサンタイム

○ねらい

学習ボランティアの協力のもと，習熟度に応じた指導を行うことで児童の計算力及び学習

意欲の向上を図る。

○内 容

算数の基礎学力向上を目指した繰り返し学習の時間とする。担任教師と担任外の全教師が

支援に当たる。保護者から 学習ボランティア「まるつけ先生」を募集し，プリントの採点

などの支援に協力をいただく。

対 象 全児童

場 所 各教室

時 間 原則第１，第３金曜日の自習の時間

担 当 全職員，学習ボランティア「まるつけ先生」

○実施までの流れ

４月 ２６日 保護者ボランティアの募集

５月 ２５日 保護者ボランティア決定

６月 １日 第１回「ＳＵＮサンタイム」開始

○実施計画

回 月 日 曜日 時間

1 ６月 １日 金 8:20～ 8:40

2 １５日 金 8:20～ 8:40

3 ７月 ６日 金 8:20～ 8:40

4 ９月 ７日 金 8:20～ 8:40

5 １４日 金 8:20～ 8:40

6 １０月 １２日 金 8:20～ 8:40

7 ２６日 金 8:20～ 8:40

8 １１月 ２日 金 8:20～ 8:40

9 １６日 金 8:20～ 8:40

10 １２月 ７日 金 8:20～ 8:40

11 １月 １８日 金 8:20～ 8:40

12 ２月 １日 金 8:20～ 8:40

13 １５日 金 8:20～ 8:40

14 ３月 １日 金 8:20～ 8:40



(2) オープンルーム

○ねらい

朝自習の時間を利用し，３年生までの計算の復習をすることにより基礎基本の定着を図る。

○実施方法・内容について

算数オープンルーム

・４年生の希望者（希望者以外は読書）

・四則計算の復習（２，３年生の及び４年生の内容の１部）プリント，テスト

学年 ４年生

場所 １階少人数教室

時間 原則第２，第４金曜日の朝の自習時間

担当 秋山，佐々木，田谷，茂呂，奈幡，大熊

○実施の流れ

４月２０日申込書配布（４年生全員）

４月２７日申込書回収

４月２４日～準備開始

・名簿作成・（ファイル購入，集金はテスト実施後）

・教材準備・印刷

５月～オープンルーム実施

学年末に個人の学習ファイルを返却

・最終日に振り返りカード記入。

・担当者がコメント記入。

・学級担任を通して保護者にコメントをもらう。

・学期末に回収，学校で保管する。

○実施計画

実施日 内 容 実施日 内 容

＊５月第２週 テスト １１月 たしざん・かけざん

５月第４週 たしざん・かけざん １２月 ひきざん・わりざん

６月 ひきざん・わりざん １月 単位の換算

７月 テスト ２月 単位の換算

９月 たしざん・かけざん ３月 四則計算テスト

１０月 ひきざん・わりざん

３ 成果

・昨年度までは，「オープンルーム」を昼休みに設定していたため，行事等の練習，準備などで

十分な期日の確保ができず，不定期の実施となっていた。今年度は，朝の自習時間を利用する

ことで十分な練習時間を確保することができた。

・「ＳＵＮサンタイム」の学習ボランティアの「まるつけ先生」は，子どもたちにとって身近な

存在となっており，丸を付けてもらうことを楽しみにしている。児童の学習意欲の高まりが見

られ，課題に集中して取り組むことができた。

４ 課題

・「ＳＵＮサンタイム」は，主に計算力の向上を目指して取り組んでいるが，高学年に於いてマ

ンネリ化している面がある。取り組む課題の工夫が必要である。また，学習ボランティアが不

足しており，学習ボランティアの確保が課題となっている。

※学習ボランティアの「まるつけ先生」は，現在１～４年生まで



オリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランのののの実践実践実践実践    

守谷市立松ケ丘小学校 朝倉  史 

１ はじめに 

  本活動は，被災地に「勇気の木」をおくる活動を通して自発的，自治的な児童会を展開する

ことをねらいとした。このねらいを達成するために系統性を意識した２つの活動を実践した。 

 

２ 実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考察 

  東日本大震災で被災した事実は，強い地震の揺れを経験した本校の児童にとっても切実な問

題であった。そのために，学校外の被災地に集団活動の幅を広げることは話合い活動への意欲

を高め，事後の活動を活性化することにつながった。一人一人が心から被災地のことを考え，

自分にできることはどんなことなのかを深く見つめ合う時間を通して，自己の生き方や社会と

の関わりを意識させ多様な価値観を高めることができた。 

  学級活動から児童会活動へと活動内容を提案・計画・実行と練り上げていった経験も，児童

の自主性と委員会の活動内容の質を高める成果となった。被災地への思いを行動にあらわした

募金活動からは自発的・自治的な活動への意欲が高まった児童の姿がみられた。 

 

４ 課題 

  被災地復興の現状を考えると本活動を継続していくことが課題である。特に，児童や保護者，

教職員が募金活動を行うことが，被災地復興へとつながっていることを児童が感じられるよう

に継続して指導していくことが児童の自発的・自治的な活動を高めると考える。 

活動１：学級での話合い活動 

 柱１：勇気の木をおくる活動 

・勇気の木にメッセージをつけて送ろう。 

・ビデオレターを一緒に送ろう。 

・手紙を一緒に送ろう。 

 柱２：支援物資をおくるための活動 

・募金活動を児童会へ提案しよう。 

 ・募金活動をしよう。 

活動２：児童会を中心とした事後の活動 

① 学級から代表委員会への提案 

② 代表委員会での検討 

 ・全校児童への募金活動のよびかけ 

 ・募金活動をする委員会の選出 

 ・被災地の小学校の選出 

 ・支援物資の選出 

③ 募金活動 

  募金額７６，４３８円 

④ 支援物資の搬送 

 ・電動クリーナー・ウォータージャグ 

・カンナ・充電式電池・温室計 

 

系
統
性 



確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力のののの定着定着定着定着をををを目指目指目指目指したしたしたした学習支援学習支援学習支援学習支援のためにのためにのためにのために
守谷市立松ケ丘小学校 石塚 ⟤᮸

１ はじめに
本校では，「自ら考えをもち，進んで伝え合う児童の育成 ～算数において自分の考えを表現

できる児童をめざして～」のテーマのもと，校内研ୃを行っている。算数において「自ら考えを
もち，進んで伝え合う」ためには，課題をᛠីし，解決するための基礎的・基本的な内容がしっ
かりと身についていなければならない。昨年度の学力⸻ᢿテストの結果から本校の児童の実態を
みると，基本的な計算問題は߶߷できているが単⚐な計算プスがある，わり算ではりや小数点
のಣ理を間㆑う児童がやや多い，などという結果が出た。また，問題の意味がよく理解できてい
なかったり，少しひねられた問題になると考えられなくなってしまったりしているのが目立った。
これらに当する児童には，そのような問題にもっと習熟することが必要である。
そこで，確かな学力の定着を目指して，課後に充指導が必要な児童のための時間をもてる

ようにした。

２ 実 践
（１）のびのび学習

Ფ週水，木，金曜日，児童は下校⃰でなく，
หじ方面どうしの児童が⺃い合ってᏫるように
にしている。そして担任にჿをかけられたり，
自ら希望したりする一部の児童が，課後学習
する。
○内 容
・理解が不十分な内容の個別指導
・テストでできていなかった部分の充指導
・ドリル学習などの課題で終わっていないもの

（２）教材の準備
○ プリント学習を行う場合に，೨学年までの
内容にもᚯって復習できるよう，単రᲤのプ
リント教材を用意した。

○ 授業やのびのび学習，ኋ題などで使用した
プリントを，学年別に保管するᒁき出し式の
ケースを職員室೨に置いておき，必要に応じ
て上の学年で使用したり，ᰴ年度にも使用し
たりできるようにする。

３ 成 果
・個人Ꮕに対応した学習を行うことができ，基礎
学力の向上につながった。

・少人数で，⧰手なところをじっくりと見ることができるため，児童も意欲をもって学習に取
り組むことができた。

・プリント教材を準備しておくことで，個々の児童にㆡした教材をすぐに提␜することができ，
学習を効果的に進めることができた。

４ 課 題
のびのび学習にෳടする児童は，保護者に事೨に連⛊し，下校方法を確することになって

いる。授業を進める中でᣧめに個別支援が必要な場合も出てくるが，全面を考ᘦすると，
課後ᕆにᱷすことはできないので，どの児童にどんな支援が必要かを見極め，計画的に支援を
行えるようにすることが課題となっている。



オリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランのののの実践実践実践実践    
学級における円滑な人間関係構築のための教育相談の構築  

～QUテストの活用を通して～ 

 

         守谷市立ᗲቪ中学校 担当 内田有一 

１ ねらい  

本校は「わかる授業と基本的生活習ᘠの定着による生ᓤ個々の自己教育力の育成を図

る。」を組❱目ᮡとしている。また，生ᓤ理解に努め，心のዬ場所のある学校や学級をつ

くることを学校経༡の重点の一つとしている。それは人間関ଥを᭴▽できず学級に十分

ㆡ応できないน⢻性をもつ生ᓤが⋧当数存在すると考えられるからである。 

生ᓤの内面をᛠីし，人間関ଥ᭴▽を支援するために，昨年度より 5 月のኅᐸ⸰問を

教育⋧⺣に切りᦧえ，ᄐ休みに全学年の教育⋧⺣を新設した。11 月の教育⋧⺣をめ，

年間 3 回保護者，生ᓤとの教育⋧⺣を行っている。それにい担任とのੑ者面⺣を行っ

ている。 

生ᓤの内面をᛠីするには，日㗃の観察，教育⋧⺣，生活アンケートにടえ QU テス

トによるデータをⶄ合してみることが有効と考えた。 

 

２ 実施計画  

  � 月中ᣨ ・㧽Ｕテスト実施   

・㧽Ｕﾁｻﾂ，生活アンケートに基づく第 �回教育⋧⺣ 

・担任と生ᓤによるੑ者面⺣   

� 月下ᣨ 第 �回教育⋧⺣ 

      ・生活アンケート，自己⹏価に基づく担任と生ᓤによるੑ者面⺣  

 ・第２回教育⋧⺣ 

      ・2&%# による学級経༡の見⋥し 

�� 月初ᣨ ・生活アンケート�自己⹏価に基づく担任と生ᓤによるੑ者面⺣ 

・第 �回教育⋧⺣ 

・教育⋧⺣の結果から，学級経༡の方⇛をୃᱜする。 

 

３ 㧽Ｕテストに関する校内研ୃ内容 

  㧽Ｕテストを実施するに当たり，校内研ୃを行った。その内容を␜す。 

（１）対応における３つの水準 

   生ᓤ指導の対応は，１ᰴ対応，2ᰴ対応，３ᰴ対応に分けられる。１ᰴ対応はḩ足⟲

に有効であり，２ᰴ対応はଚኂ行ὑ⍮⟲，㕖ᛚ⟲に必要である。不ḩ足⟲には 3

ᰴ対応が必要である 

（２）生ᓤを様々なデータで読み解く。 

   担任には，教師との関ଥ性がૐい QU の結果にクミックを受けないよう伝えた。大

切なことは２ᰴ対応，３ᰴ対応が必要な生ᓤは⺕かということである。意外な生ᓤが

問題の象㒢にいたり，そのㅒもある。数値は಄㕒に物事をᤋし出すが，それが全てで

はない。 



日㗃の観察や教育⋧⺣などのデータとⶄ合して見ていくことが必要であることを共

通理解した。 

（２）２ᰴ対応が必要な生ᓤ 

   通⍮表で所見が書きにくい目立たない生ᓤはそのままにしがちある。高校で中ㅌす

る生ᓤは，このタイプが多いといわれているので個別的に手立てを⻠じていく必要が

ある 

（３）３ᰴ対応が必要な生ᓤ 

   生ᓤ指導のプュジゟクトを立ち上げる必要があるか，全職員で共通理解する必要が

あるかを検討し，具的な手立てをᛂつことが必要である 

 

４ 教育⋧⺣への活用事例 

（１）5月の教育⋧⺣ 

  担任は QU テストにおいて個々の所ዻ欲᳞，ᛚ欲᳞の充足状態をᛠីした。事例

として取り上げるこの学級は，ᛚ欲᳞が充足していない生ᓤが多い向があること

がらかになった。その結果と生活アンケートを基にੑ者面⺣を行った。特に配ᘦを

要する生ᓤは，観察による್ᢿがデータでⵣ付けられたり，੍想外の生ᓤが 3 ᰴ対応

に当した。 

男子 A はଚኂを強く感じており配ᘦが必要であることがわかったため，教育⋧⺣で

その状沦を聞くとともに対応╷について話し合った。この生ᓤは意思表␜がはっきり

できず，自己の意見を話すことができないため，学級でቅ立していることがわかった。

ਃ者面⺣では，自分の意見を表現できるよう指導することを保護者と共通理解した。 

（２）7月の教育⋧⺣ 

   � 月のਃ者面⺣では，生活アンケート，自己⹏価カードから男子 Aの自己⢐定感がૐ

いことがめられた。それ自分の᧪に対する希望も確に言語化できず，進〝指

導の課題となった。生ᓤ全員の自己⢐定感を高めるため，日々のଥ，当⇟活動や学習

における⃰活動で，ઁ者に⽸₂することを通しめられるという経験を増やすように

した。男子 Aもその中で߶められることが多くなった。 

（３）�� 月の教育⋧⺣ 

   育⑂や合唱コンクール通して，学級におけるⷫ和欲᳞は高くなったことが自己⹏

価カードから読み取れた。学級活動においても，協力性が高いことが観察からめら

れた。男子 # にもそうした行動は観察され，ਃ者面⺣では自分なりに進〝の意ᔒが少

し␜せるようになってきた。 

 

５ 今後の課題 

このように㧽Ｕテストと生活アンケートを組み合わせることで，個々の生ᓤの見取り

と 

学級の状態を㠽⍑図的にᛠីできた。担任が教育⋧⺣を行う㓙，課題をὶ点化して指

導効果を上げることができた。課題は㧽Ｕテストの結果を活用できるかุかは，教師の

力㊂にᏀ右されることである。今後，生ᓤの見取りについて研ୃを進めたい。  



オリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプラン
確かな学力の向上を図る学習指導や指導形態の工夫

守谷市立けやきบ中学校 担当  ጟ ᱜ⟤

１ はじめに
新学習指導要領の社会科におけるᡷༀの基本方㊎において，国㓙社会に主的に生き，

共的な事ᨩに自らෳ画していく資質や⢻力を生ᓤに育成するためには，基礎的・基本
的な⍮識，ᔨやᛛ⢻の確実な習ᓧが重要であることがㅀべられている。また，⨙ၔ⋵
教育委員会の学校教育指導方㊎においては，確かな学力を᭴成するਃつの要素として，
「主的に学習に取り組む態度」「思考力・್ᢿ力・表現力等」「基礎的・基本的な⍮
識・ᛛ⢻」がឝげられている。つまり，国㓙社会に主的に生きていく生ᓤを育成する
ためには，基礎的・基本的な⍮識・ᛛ⢻の習ᓧと思考力・್ᢿ力・表現力等をトランス
よく育てることを重視し，その育成のためには，学習指導のᡷༀとともに，生ᓤの主
性が重要であると考えられる。
学力⸻ᢿテストの結果や授業の様子の観察結果から本校の生ᓤの社会科における実態

を考えてみると，指␜された課題に対しては集中して取り組み，基礎的な⍮識はある程
度身に付いている生ᓤが多い。しかし，学習意欲や学力おいて，ੑ極化の向があり，
学力の高い生ᓤが意欲をもちᦝに学力をિばし，また学習意欲のૐい生ᓤが意欲をもっ
て，生ᓤ全員が主的に学習に取り組むことのできる支援の方について考えていかな
ければいけない状沦である。
そこで，本プランにおいては，小テストᒻ式のドリルを使用し，生ᓤ主の学習をす

すめることにより，学習内容の定着を図る授業を実践することとした。この授業の実践
を通して，様々な実態の生ᓤが，自ら学߱ことの達成感や，学び合うことの楽しさを味
わい，学習意欲を向上させ，学力の定着を図ることができるであろうと考えた。

２ ねらい
小テストᒻ式のドリルを使用しての自主的な学習や学び合い学習を通して，生ᓤに主

的に学習することの楽しさを味わわせ，学習意欲の向上や学力の定着を図る。

３ ドリルを活用した実践 ２年 ＜治⛽新＞
（１）目ᮡ

治⛽新で行われた日本の近代化へのᱠみをとらえることができる。
（２）教材 社会の基礎ドリルについて

５～１０分程度で，教科書３時間分程度の学習内容の基本事㗄の確ができる。ⵣ
面に学力の定着をねらいとした資ᢱ読み取りを中心とした問題で᭴成されている。解
答が別紙でついており，自己⹏価及び⋧⹏価ができる。

（３）方法
週１時間程度，授業の導入時に，ᣢ習事㗄の確のためにドリル学習を行う。

① 自分一人の力で解く。も見ないψ教科書・テート・資ᢱ集等を見て行う。
② だちと教え合って解決する。
③ 生ᓤが指␜を出し，学級全員で答え合わせをする。

（４）学習の展開（授業導入時 １５分間）

学習内容 生ᓤの活動 教師の支援・⹏価

１ 本時の学習課題を⍮ ・生ᓤ主でドリル学
る。 習ができるように，

社会ଥの生ᓤに，ド治⛽新についての復習をしよう
リルの進め方をあら
かじめ伝えておく。

ޤ社会ଥの生ᓤޣ
・ドリルを配布し，進め方を学級の ・時間配分については
生ᓤに伝える。 教師が指␜をする。
① 自分一人の力で解く。

も見ないψ教科書・テート ・教室内を間指導し，
・資ᢱ集等を見て。 意欲がでない生ᓤや

② だちと教え合って解決する。 だちと学び合うこ



③ 学級全員で答え合わせをする。 とが㔍しい生ᓤを支
援する。

２ 一人で解く。 ・一人一人真に取り組んでいる。
教科書・ෳ考書等もどこに内容が ޤ⹏ޣ
書いてあるかヒージを確してい 一人で問題に取り組ん
る。 でいる。

（態度・ドリル内容：
３ だちと教え合って ・೨後のだちにჿをかけて，話し 意欲・⍮識）
解決する。 合いながら，解いている。

・一人でできた生ᓤも教科書を指さ ޤ⹏ޣ
しながらだちに教えている。 だちと話し合いなが

ら問題に取り組んでい
る。
（態度・ドリル内容：
意欲・⍮識）

４ 社会ଥの生ᓤが指␜
をし，学級全で答え ・学級の生ᓤに手をଦしながら， ޤ⹏ޣ
合わせをする。 楽しく答え合わせをしている。 意欲的に答え合わせに

ෳടしている。
（態度・ドリル内容：
意欲・⍮識）

４ 考察
生ᓤが主となって学習をすすめるため，どの生ᓤも気⽶わず楽しい㔓࿐気の中で意

欲的に学習がすすんでいった。学習内容が定着している生ᓤは，だちに教えることに
より，自分のもっている力を高めることとなった。また，学習内容がᧂ定着な生ᓤは，
だちから教わることにより，教科書のどの部分を読めば答えを導き出せるのかৼካに
教わることとなり，自学の方法を学んだり，学習内容の定着を図ることができた。１５
分程度の学習であったが，どの生ᓤもドリル学習をቢ成させることができ，短時間で達
成感を味わうことができ，ᰴの学習意欲へと❬がった。

５ 課題
学習指導要領のᡷ⸓にい，１時間あたりの学習内容が増え，１時間ߏとの学習内容

の振り返りもより重要性を増している。週１回程度の時間しか取ることができていない
が，今後は週に回か設定できるように時間の取り方を工夫していきたい。



オリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプランオリジナルティーチングプラン
主体的に考え，表現しようとする生徒を育成する保健体育指導の在り方

守谷市立けやきบ中学校 ᮮየ 㚅❱
１ はじめに

本校では，平成 23・24 年度守谷市教育研究会指定研究への取り組みとして研究主題
を「主的に考え，表現しようとする生ᓤを育成する教科指導の在り方」～各教科に
おける言語活動の充実を通して～とし実践をしてきた。保ஜ育科においては，言語
活動の充実を図るために，主にを動かす活動を通して，コプポッケークミンや感性
ᖱ緒を㙃う活動を充実することと，グループで協ห的に問題を解決するため，学習の
見通しを立てる話し合いをしたり，教え合ったりする活動を充実するとし研究を進め
た。

２ 実践
第２学年ޣ 単ర：ジンスޤ

■単元のねらい
みんなで〭る楽しさや༑びを味わい，リゲムの特ᓽをとらえ，ᄌ化のある動きを
組み合わせて，リゲムにਸ਼って全身で〭ることができるようにする。

■ねらいを達成するために取り入れた言語活動
ᓇしたＶＴ㧾をもとにグループで話し合い，おいの動きを⹏価し，課題を見
つけ解決方法を工夫する。

■学習の展開
学習のねらい・活動

は １ オリ゠ンテークミン
じ ・ジンスの特性やねらいの確。
め ・グループ✬成をする。（ᓎ割分担）

・学習の進め方を理解する。
50 ・学習カード，資ᢱ活用方法について⍮る。
� ・学習計画を立てる。
１ ・を充分に動かす。

ねらい①
な リゲムに合わせて，楽しく〭ろう。
か １ めあてや課題の確をする。
１ ２ 準備ㆇ動・ストレッチをする。
50 ３ 思いきり動き，楽しく〭る。
� ・・・・DVD 画画画画にあわせてにあわせてにあわせてにあわせてナップビップナップビップナップビップナップビップのののの基本基本基本基本ののののステップステップステップステップをををを〭〭〭〭るるるる。。。。
１ ４ 整理ㆇ動 ஜᐽ観察をする。
な ねらい②
か グループで協力してジンスを᭴成しよう。

１ めあてや課題の確をする。
２ ２ 準備ㆇ動・ストレッチをする。

３ ᦛを決める。
・ᦛを決める。

50 ・グループで協力して，練習する。
� ４ 整理ㆇ動 ஜᐽ観察をする。
３ ５ 学習カードに⋭を記入する。

ねらい③
な リデーサルをし，課題を見つけよう。

１ めあてや課題の確をする
か ２ 準備ㆇ動・ストレッチをする。

３ リデーサルをする。
３ ・㓌ᒻ⒖動または〭りをቢ成させ発表する。

・課題を見つける。
50 ・・・・ＶＴ㧾ＶＴ㧾ＶＴ㧾ＶＴ㧾をををを活用活用活用活用しししし課題課題課題課題をををを見見見見つけるつけるつけるつける。。。。
� ４ 整理ㆇ動 ஜᐽ観察をする。
４ ５ 学習カードに⋭を記入する。
ま ねらい④
と 発表会を楽しもう。
め １ めあてや課題の確をする

２ 準備ㆇ動・ストレッチをする。
50 ３ 発表会
� ・ખ間と楽しく〭る。
１ ４ 自己⹏価をＶＴ㧾を活用して行う。

５ 学習カードのまとめをする。



資ᢱޣ学習テートޤ
グループで１ౠを活用し，Ფ時間

の記㍳をᱷす。

話し合った内容や㓌ᒻの
⒖動についてなどを記入。

授業の感想やᰴの時間
の目ᮡなどを記入。

ビデオをチゟックす
る⑂のフイントなどを
記㍳しているグループ
もある。

ったᤋをすぐに観
て話し合いながら課題を
見つけ，ୃᱜする。

3 成果
ビデオを活用し，ቴ観的に自分たちの動きをチゟックすることで，教えあう姿や意見

を換する姿が多く見られ主的に活動することができた。

4 課題
ഃ意工夫という点において，基本的なステップのトリ゠ークミンが少ないため，どの

グループもหじような内容の᭴成であった。言語活動を充実させるためには，個々の身
につけているᛛ⢻をさらに向上させ，より具的な話し合い活動に発展させる必要があ
ると感じた。
そのためには，１学年で行う授業の中で，基本ステップの内容を検討するとともに，

視⡬覚ᯏེ（ビデオޔスクリーン）の活用の方やบ数の増ട，場の設定の工夫が大切
である。



 

 

マナーアップ推進事業 
 
 
 
 
 
 
 

    



守 谷守 谷守 谷守 谷 し ぐ さし ぐ さし ぐ さし ぐ さ

守谷市立大沖小学校 担当 間根山 けい子

１ 主題 ᳯᚭしぐさを受けて，守谷しぐさ（大沖しぐさ）を身につけることで⼾かな心を育み，
あらゆる場面において自ら考え，実践できる児童を育成する。

２ ផ進計画
（１）児童朝会での発表
（２）「大沖しぐさ」のౠ子を使っての実践
（３）「の߷り」の活用
（４）「大沖しぐさ」川柳（ᮡ語）募集，ឝ␜カード作成
（５）書物の活用
（６）「大沖しぐさ」のしおり配付

３ 実践
（１）児童朝会での発表

ㆇ༡委員会による「ర気よく，気ᜬちの⦟いあいさつを
しよう」という児童集会が実施された。実㓙に１年生にあ
いさつを返してもらい，ర気⦟くできた人にはカードが浫
された。その後，１年と６年，２年と４年，３年と５年が
ヒアとなり，あいさつㆇ動を行った。上級生が下級生のオ
ープンに行き，大きなჿであいさつをわした人にはㆇ༡
委員手作りのカードが浫された。おいに意識し合いなが
ら積極的なあいさつをわすことができた。

（２）「大沖しぐさ」のౠ子を使っての実践
昨年度作り上げたౠ子について２年生から６年生までは

ᜬち上がり，それߙれのクラスでౣ確をした。また，１
年生についてはหじౠ子を配付し，それߙれのクラスで
ᓼの時間等に場面を想定し，一つ一つの事例について動き
を取り入れながら実践した。
また，川柳を考えるときのෳ考資ᢱとして身近なところ

におき，いつでも見られるようにしてきた。子どもたちは
楽しみながらౠ子を活用することができた。

（３）「の߷り」の活用
１２本の「の߷り」を㒠ญ，育㙚通〝，職員₵関にឝげている。ㆇ༡委員の児童が中心

となって，Ფ朝設置を行っている。
○あいさつは ⴝのみんなの ゠ネルウー
○いつの日か大沖いっ߬い おもいやり
○やさしさが いっ߬いつまった 大沖
○大沖 学校じゅうが 思いやり
○ありがとう その一言だけで ߸っか߸か
○目の೨の⋧手を思って かしげ
○このⴝの みんなの╉㗻 しぐさから
○すれちがい あいさつしあう 大沖
○ありがとう 言⪲で心が あたたかい
○せまい 自ὼにできる ᮮᱠき
○㕦のかかと みんなそろうと 気ᜬちいい
○やさしさで ╉㗻をつくる 思いやり



（４）「大沖しぐさ」川柳（ᮡ語）募集，ឝ␜カード作成
全校児童から川柳を募集し，その中から１２点の作品を選出した。どの作品も心温まる言⪲

が多く，心をᛂたれた。選出された作品については，子どもたちが通る階Ბにឝ␜する੍定で
ある。

○ひとりひとり かならずもってる よいところ

○どりょくして にがてなものを ߰きとばせ

○やさしさで みんなのきずな つながるよ

○やさしさで みんなのえがお また߰えた

○あきらめない こころがつよい しるしだよ

○きれいなね ことばづかいで きもちいい

○あそ߱とき ルールをまもって たのしくね

○ともだちと あそんでまなんで なかよしに

○きくときは かおみてめをみて こころみて

○あいさつで じ߱んもあいても ߸か߸かに

○べんきょうは あきらめないで チャレンジだ

○あいさつは なかまづくりの ま߶うだよ

（５）書物の活用
各学年に「ᳯᚭしぐさ」「せかいいちのおともだち」「おっち

ょこチミイᆢ」の３ౠの本を配付し，読み聞かせに使ったり，
時間があるときには一人読みしたりするなど，積極的に活用す
る姿が見られた。また，書かれている内容についての意見換
などを行うことで，図書室への᧪室回数が多くなり，読書の幅
にも広がりが見られた。

（６）「大沖しぐさ」のしおり配付
ㆇ༡委員会が中心となっての߷りに書かれている川柳をし

おりとして作成し，全児童に配付した。子どもたちがしおり
を手にすることで温かさを感じて߶しいと㗿っている。

（７）そのઁ
生活の中でも「大沖しぐさ」を意識したようすが見られた。

６年生の国語の中で「大沖小の⦟さを紹介するとしたら，ど
んな内容を紹介しようと考えますか㧫」と聞いた。この問いに
対して，ᰴのように答えた児童がいた。「階Ბを上がり㒠りす
るときには必ず右をᱠき，߱つからないようにしています。」
᥉Ბの生活の中でも少しずつ「大沖しぐさ」が洋ㅘしている
のではないかと感じた場面であった。

４ 成果と今後の課題
（１）成果

全校児童が「ᳯᚭしぐさ」を理解し，少しずつではあるが「大沖しぐさ」につながってき
ているのではないかと感じる。また，川柳の内容についても言⪲が⼾かになってきている。さ
らに，言⪲だけではなく，行動にも表れてきている。

（２）課題
「大沖しぐさ」のౠ子については，高学年が考えた事例をㅊടし，いろいろな場面で生かし
ていきたい。そして，子どもたち自身がいろいろな場面で「大沖しぐさ」を意識し，自分た
ちで考え，実践化を図らせたい。
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守谷市守谷市守谷市守谷市若手教員育成若手教員育成若手教員育成若手教員育成研修会研修会研修会研修会のののの実施実施実施実施    
守谷市教育委員会 

１ 目 的 

（１）市内小中学校において，提案授業による研ୃ会を実施し，ෳ観した⧯手教員と提案授業者

とで研究協⼏を行うことにより，⧯手教員の授業力の向上を図る。 

（２）⧯手教員と教育㐳とのᙣ⺣等により，教職員としての意欲・資質⢻力の向上を図る。 

（３）上記（１）の研究協⼏において，提案授業者が教材や授業᭴成の工夫点等についてഥ言す

ることで，プドルリージーの育成を図る。 

 

２ 対 象 

（１）初任者・２年ᰴ・３年ᰴ 

（２）上記（１）以外で，学校㐳がෳടをめた者 

 

３ 研ୃの実践 

 期  日 会  場 指導者 内 容 等 

第１回 ７月２４日（Ἣ） 

（初任者対象） 

守谷市ᓎ所 教育㐳 ⻠話及びᙣ⺣ 

第２回 ９月１０日（月） 

（初任者対象） 

守谷小学校 㘑見 㓁子 教⻀ 

佐々木ఝ子 教⻀ 

理科の授業ෳ観(小４) 

研究協⼏ 

第３回 ９月２１日（金） 

（２年ᰴ対象） 

守谷小学校 ┻ਭ ᥓ子 教⻀ ᓼの授業ෳ観(小６) 

研究協⼏ 

第４回 ９月２５日（Ἣ） 

（３年ᰴ対象） 

守谷小学校 原㊁ ⍮子 教⻀ 国語の授業ෳ観(小５) 

研究協⼏ 

第５回 ２月１４日（木） 

（２年ᰴ対象） 

松ケ丘小学校 ᩒ田 ⚐子 教⻀ 国語の授業ෳ観(小６) 

研究協⼏ 

第６回 ２月１９日（Ἣ） 

（初任者対象） 

ᓮ所ケ丘中学校 ㋈木 ఝ子 教⻀ ᓼの授業ෳ観(中２) 

研究協⼏ 

 

 

 

 

 

 

 

 ޤ自分の考えを⺑ޣ     ޤ小グループでの活動ޣ    ޤ具物を␜しての⺑ޣ  

 

どの開授業においても，守谷市の教育目ᮡや学習指導要領のねらいにㄼるための工夫が見

られた。特に授業の導入部分においては，児童生ᓤが「なߗだろう」，「やってみたい」と思う

ような学習課題を設定したり，㧵㧯Ｔᯏེを効果的に活用したりする工夫も見られた。また，

言語活動の充実を図るために，自力解決のための時間を設定するとともに，ᚭᖺう児童生ᓤに

は個別指導を行いながら，発問や学習ᒻ態など様々な工夫が見られた。授業のまとめのᲑ階で

は，文┨をᱜ確に読み取ったり，根に基づいて⺑をしたりしながら，自分の考えや意見に

ついて自ାをもって⺑する姿が見られた。これらの授業をෳ観することで，⧯手教員にとっ

ては，話す態度や聞く態度等の学習習ᘠの大切さなど多くのことを学߱ᯏ会となった。 



４ 研ୃの成果 

  本年度より⧯手教員を対象として，市⁛自の授業研究を中心に，授業力，教員としての資質

⢻力の向上を目的に研ୃ会を実施した。授業ෳ観後の研究協⼏では，授業者が授業のねらいや

本時に身に付けさせたい児童生ᓤの⢻力についての⺑をすることで，⧯手教員がこれまでṼ

ὼと進めてしまっていた授業を見つめ⋥し，今後様々な場面において授業をᡷༀしていかなけ

ればならないという意見も聞かれた。また，授業についての意見換だけでなく，学級経༡，

教科経༡，児童生ᓤとの人間関ଥづくり等について，経験⼾ንな教員から話を聞くことで，今

後のෳ考になったとのჿが聞かれた。そして，⧯手教員ห჻でも，日㗃ᖠんでいることなどに

ついてのᖱႎ換ができ，不解洑の一つにもつながった。 

 

５ 今後の課題 

  今年度は，小中の分なく合หでの研ୃ会を実施したが，より専㐷性を高めたり教科指導等

について充実を図ったりするための研ୃ会の在り方について考えていく必要がある。そして，

授業研究を中心とした研ୃ会を進めるにあたっては，特定の教員だけが授業を開するという

ことではなく，多くの中ၷ教員が積極的に⧯手教員のために授業を開するなどプドルリージ

ー等の育成も重要になってくる。また，様々な教育問題にᨵエに対応できる⧯手教員を育成す

るための研ୃ会等の充実を図っていくことも重要である。 

 

＜資ᢱ１ 指導案＞ 

 

  研ୃ会で使用した学習指導

案は，展開部分の児童生ᓤの

活動について作成してもらい，

ෳ観した⧯手教員が，指導上

の⇐意点や意欲を高めるため

の工夫等について気付いたり，

感じ取れたりすることができ

るようなᒻ式にした。 

 

 ޤ研ୃ会で用いた指導案ޣ

＜資ᢱ２ ⧯手教員の感想＞ 

○ 初任者がෳടした研ୃ会は３回でしたが，どの研ୃ会も⻠話，ᙣ⺣会，授業ෳ観，協⼏すべ

てが実りあるものでした。その中で，教育㐳の後⮮先生がおっし߾った「事をすることは自

分を見つけるためのプュセスですよ」というお話を聞いて，ᄞだった教師になってḩ足しては

いけないとᡷめて実感したのとห時に，自分がありたいと思う姿をᏱにㅊい᳞めて行こうとい

う意識が強くなりました。 

○ ᓼの授業の発問の場面では，一問一答ᒻ式にならずにជり下げた質問をすることで上ㄝだ

けでないᩭ心をつくことができることを⍮り，⑳も記ᙘにᱷるᓼの授業ができるように努め

ていきたいと思います。 

○ どの授業でも，生ᓤを受け入れるということの大切さや，⒓⾥することの大切さを学びまし

た。また，導入部分や学習ᒻ態の工夫により，学びの楽しさを味わわせる大切さを教えていた

だきました。研究協⼏の中でも，自分が話す内容にていねいに返答してくださったり，共感し

てくださったりしたこともとてもሜしく，見習うことばかりの研ୃ会でした。 



平成２４年度指導室事業実績 

 

訪問に関すること 

 

１１１１    計画計画計画計画訪問訪問訪問訪問    

 学校の課題及び市学校教育への取組み状況の把握と援助･指導 

   （※ 研究指定校にあっては指定校⸰問をねる）  ＜⋵ධ計画⸰問ห行＞                      

   大沖小学校  １０月１９日（金） 

   大㊁小学校   １０月１２日（金） 

   高㊁小学校   １１月２１日（水）  ６月１３日（水）（特別支援集合指導） 

   守谷小学校    ５月２３日（水） 

   㤥内小学校    ５月１８日（金） 

   ᓮ所ケ丘小学校  ７月 ４日（水）  ５月３０日（水）（特別支援新設校⸰問） 

   ㇹᎺ小学校    ６月２６日（Ἣ） 

   松೨บ小学校   ９月１１日（Ἣ） 

   松ケ丘小学校  １０月 ５日（金） 

   守谷中学校   １１月 ９日（金） 

   ᗲቪ中学校   １１月１５日（木） 

   ᓮ所ケ丘中学校  ９月２４日（月）  １０月２４日（水）（生ᓤ指導⸰問） 

けやきบ中学校  ６月 ６日（水）  ６月１３日（水）（不⊓校対╷⸰問） 

                     

２２２２    指定校訪問指定校訪問指定校訪問指定校訪問    

  研究指定校への支援・助言 

   ３年ᰴ   守谷小学校    １１月２２日（木）研究発表会 

                   ６月１１日（月）， ６月２１日（木） 

   ２年ᰴ   㤥内小学校    １１月 ２日（金）研究発表会 

                   ６月 ４日（月）， ６月１９日（Ἣ） 

         けやきบ中学校   １１月１６日（金）研究発表会 

                  １０月１０日（水） 

   １年ᰴ   ᓮ所ケ丘小学校   ７月 ４日（水）， １月３０日（水） 

         ㇹᎺ小学校     ６月２６日（Ἣ），１０月２３日（Ἣ） 

 

３３３３    教育委員会合同訪問教育委員会合同訪問教育委員会合同訪問教育委員会合同訪問    

各校の経営の概要や課題及び要望等の把握 

   ５月２２日（Ἣ）第１回 㤥内小，大沖小，松೨บ小，ᓮ所ケ丘小，けやきบ中 

   ５月２５日（金）第２回 松ケ丘小，ㇹᎺ小，高㊁小，ᓮ所ケ丘中 

   ６月 ８日（金）第３回 大㊁小，守谷中，守谷小，ᗲቪ中 

 

４４４４    要請訪問要請訪問要請訪問要請訪問    

  各学校や教育研究会研究部の要請に応じて行う援助・指導 

   校内研ୃ               ７月 ６日（金） 大沖小学校 

   市教育研究会生ᓤ指導研究部研ୃ    ８月 １日（水） 守谷市ᓎ所小会⼏室 

   市教育研究会教育課程研究部研ୃ    ８月 １日（水） 守谷中学校 

 校内研ୃ              １２月 ３日（月） 大沖小学校 

 校内研ୃ               １月２１日（月） 大沖小学校 



委員会活動に関すること 

 

５５５５    外国外国外国外国語活動推進委員会語活動推進委員会語活動推進委員会語活動推進委員会    

  外国語活動の積極的推進とＡＬＴ活用に関する研究協議及び研修 

    ５月１６日（水）   第１回  今年度の活動方㊎確 

    ７月 ９日（月）   第２回  小学校授業研究（松೨บ小学校） 

   １０月 ３日（水）   第３回  中学校授業研究（けやきบ中学校） 

 

６６６６    情報教育推進委員会情報教育推進委員会情報教育推進委員会情報教育推進委員会    

  学校情報教育推進計画の策定及び情報教育の推進 

    ５月２２日（Ἣ）   第１回  今年度の活動計画 

   １０月 ４日（木）   第２回  授業研究会（大㊁小 ᢧ⮮先生） 

    ２月 ５日（Ἣ）   第３回  今年度のまとめとᰴ年度への課題 

 

７７７７    社会科副読本編集委員会社会科副読本編集委員会社会科副読本編集委員会社会科副読本編集委員会    

  社会科副読本の活用に関する研修 

    ６月１２日（Ἣ）   第１回  今年度の活動計画 

８月 ３日（金）   第２回  ⹏価テスト，ョーククートのୃᱜ作業 

    １月３１日（木）   第３回  今年度のまとめとᰴ年度の課題 

 

８８８８    生徒指導対策委員会生徒指導対策委員会生徒指導対策委員会生徒指導対策委員会    

  生徒指導に関する研修 

    ７月１７日（Ἣ）   第１回  各校の現状と課題についての協⼏ 

   １２月 ６日（木）   第２回  不⊓校対╷研究協⼏会 

                ＜⻠師＞ ┥ヮፒ市教育委員会学校教育⋧⺣員 

ᢧ⮮  ൎ  先生 

    ２月１４日（木）   第３回  本年度のまとめとᰴ年度への課題 

 

９９９９    就学指導委員会就学指導委員会就学指導委員会就学指導委員会    

障害のある児童･生徒の早期発見と適正な就学，指導についての協議，判定 

６月２８日（木）   第１回  在☋児童生ᓤの್定及び今年の活動について 

   １１月 １日（木）   第２回  ᧂዞ学，在☋児童生ᓤのክ⼏と್定 

１１月２９日（木）   第３回  ᧂዞ学，在☋児童生ᓤのክ⼏と್定  

１月１７日（木）   第４回  ᧂዞ学，在☋児童生ᓤのክ⼏と್定，                            

                    平成２５年度のዞ学੍定の確 

 

研修等に関すること 

 

10101010    教育相談研修講座教育相談研修講座教育相談研修講座教育相談研修講座    

事例検討，ュールプレイによる教育相談についての基礎研修 

７月２５日（水）  ＜⻠師＞ スクールカウンセラー 原 ⑲人 先生 

    

11111111        コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータ活用研修活用研修活用研修活用研修    

  コンピュータの活用に関する実技研修 

７月３１日（Ἣ）  会場 ᗲቪ中学校 校ോ支援サフトのᠲ作研ୃ 

 



12121212    市人権教育研修会市人権教育研修会市人権教育研修会市人権教育研修会・・・・市巡市巡市巡市巡りりりり研修研修研修研修        

市人権教育に関する理解啓発のための研修，市の歴史及び施設の理解 

    ７月３０日（月）  初任者・新ⷙォ入者への人ᮭ教育研ୃ及び市施設等の理解 

 

13131313    市初任者市初任者市初任者市初任者・・・・新規転入新規転入新規転入新規転入者研修者研修者研修者研修    

  初任者・新規転入者の資質向上のための研修 

    ４月１６日（月）  守谷市の要，学校教育について 

    ４月２５日（水）  初任者・新ⷙォ入者への人ᮭ教育研ୃ及び市施設等の理解 

 

14141414    生生生生きききき生生生生きききき学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり研修研修研修研修 

  生徒自らが学校生活改善を目指した活動を行うことを通して，生徒の規範意識や社会

性の向上を図るための研修 

    ７月２３日（月）  ᳯᚭしぐさについて 

              市内中学校の生ᓤ会活動の取組及びᖱႎ換 

 

15151515    若手教員研修若手教員研修若手教員研修若手教員研修 

  市内小中学校において，提案授業による研修会を実施し，参観した若手教員と提案授

業者とで研究協議を行うことにより，若手教員の授業力の向上を図るための研修 

  第１回 ７月２７日（Ἣ）教育㐳⻠話及びᙣ⺣ 

  第２回 ９月１０日（月）授業開（守谷小 㘑見㓁子先生・佐々木ఝ子先生・理科） 

  第３回 ９月２１日（金）授業開（守谷小 ┻ਭᥓ子先生・ᓼ） 

  第４回 ９月２５日（Ἣ）授業開（守谷小 原㊁⍮子先生・国語） 

  第５回 ２月１４日（木）授業開（松ケ丘小 ᩒ田⚐子先生・国語） 

  第６回 ２月１９日（Ἣ）授業開（ᓮ所ケ丘中 ㋈木ఝ子先生・ᓼ） 

 

その他の業務に関すること 

 

11116666        保幼小保幼小保幼小保幼小中中中中連絡協議会関係連絡協議会関係連絡協議会関係連絡協議会関係    

  学校種間ごとの連携 

  ・保ᐜ小連⛊協⼏会   １１月２８日（水）  ㇹᎺ小学校 

  ・小中連៤教育ផ進事業 ＜中学校と学内小学校との流活動＞  㓐時 

 

11117777        市生徒指導連絡協議会及市生徒指導連絡協議会及市生徒指導連絡協議会及市生徒指導連絡協議会及びびびび市豊市豊市豊市豊かなかなかなかな心育成推進協議会心育成推進協議会心育成推進協議会心育成推進協議会    

生徒指導及び豊かな心育成に関する関係諸機関との連携，情報交換 

    ７月 ２日（月）  総会及び⼊察⟑，⋵少年指導委員ઁ関ଥ団とのᙣ⺣ 

                   

11118888        特別支援学級担当者特別支援学級担当者特別支援学級担当者特別支援学級担当者・・・・療育教室療育教室療育教室療育教室・・・・伊奈養護学校伊奈養護学校伊奈養護学校伊奈養護学校連絡会議連絡会議連絡会議連絡会議    

障害のある幼児，児童に関する情報交換及び指導に関する協議 

７月 ５日（木）  第 1回 市，≮育教室，દ奈㙃護学校及び各校の特別支援 

教育の取り組み 

   １１月 ７日（水）  第２回 ዞ学及び指導に関するᖱႎ換 

    １月２４日（木）  第３回 進学，ዞഭ及びディスレククア児童生ᓤへの支援

について 



平成２４年度 委嘱関連事業等一覧 
 

 

学校名 委བྷ名等 委བྷ等団 年ᰴ 備考 

大沖小学校 ㉿ⷫ事業 

マナーアップ(守谷しぐさ)ផ進事業 

オリジナルティーティングプラン事業 

市ᓎ所 

市教委 

市教委 

１２ 

単年 

単年 

 

大㊁小学校 ㉿ⷫ事業 

特⦡ある学校支援事業 

市ᓎ所 

市教委 

１２ 

単年 

 

高㊁小学校 ㉿ⷫ事業 

特⦡ある学校支援事業 

市ᓎ所 

市教委 

１２ 

単年 

 

守谷小学校 ㉿ⷫ事業 

地域で支える学校づくり事業 

オリジナルティーティングプラン事業 

市教育委員会・市教育研究会研究指定校 

小学校理科教育ផ進事業 

市ᓎ所 

市教委 

市教委 

市教委・市教研 

⋵教委 

１２ 

単年 

単年 

３ 

１ 

 

㤥内小学校 ㉿ⷫ事業 

小学校理科教育ផ進事業 

市教育委員会・市教育研究会研究指定校 

市ᓎ所 

⋵教委 

市教委・市教研 

１２ 

２ 

２ 

 

ᓮ所ケ丘小学校 ㉿ⷫ事業 

市教育委員会・市教育研究会研究指定校 

市ᓎ所 

市教委・市教研 

１２ 

１ 

 

ㇹᎺ小学校 ㉿ⷫ事業 

市教育委員会・市教育研究会研究指定校 

市ᓎ所 

市教委・市教研 

１２ 

１ 

 

松೨บ小学校 ㉿ⷫ事業 市ᓎ所 １２  

松ケ丘小学校 ㉿ⷫ事業 

オリジナルティーティングプラン事業 

市ᓎ所 

市教委 

１２ 

単年 

 

守谷中学校 ㉿ⷫ事業 

オリジナルティーティングプラン事業 

特⦡ある学校支援事業 

市ᓎ所 

市教委 

市教委 

１２ 

単年 

単年 

 

ᗲቪ中学校 ㉿ⷫ事業 

地域で支える学校づくり事業 

オリジナルティーティングプラン事業 

市ᓎ所 

市教委 

市教委 

１２ 

単年 

単年 

 

ᓮ所ケ丘中学校 ㉿ⷫ事業 市ᓎ所 １２  

けやきบ中学校 ㉿ⷫ事業 

市教育委員会・市教育研究会研究指定校 

オリジナルティーティングプラン事業 

市ᓎ所 

市教委・市教研 

市教委 

１２ 

２ 

単年 

 



 

 

 

᳁名（学校名） ⺰文主題 応募先 備考 

村松 静 

大沖小学校 

自閉症児童自閉症児童自閉症児童自閉症児童のののの人間関係力人間関係力人間関係力人間関係力をををを高高高高めるためのめるためのめるためのめるための指導指導指導指導のののの

在在在在りりりり方方方方    

 ～流学級との連៤を通して～ 

ᒄ浞会  

関 慶広 

守谷小学校 

仲間仲間仲間仲間とのとのとのとの関関関関わりのわりのわりのわりの中中中中でででで，，，，運動運動運動運動のののの楽楽楽楽しさやしさやしさやしさや喜喜喜喜びをびをびをびを味味味味

わうことができるわうことができるわうことができるわうことができる体育学習体育学習体育学習体育学習のののの工夫工夫工夫工夫    

～マットㆇ動の集団Ṷᛛを取り入れた学習を通し

て～ 

⨙ၔ⋵教育

研究会 

 

中村 麻理子 

 

池田 恭 

 

松೨บ小学校 

ことばのことばのことばのことばの遅遅遅遅れがあるれがあるれがあるれがある児童児童児童児童のののの構音指導構音指導構音指導構音指導    

 

歴史歴史歴史歴史をををを学学学学ぶぶぶぶ楽楽楽楽しさをしさをしさをしさを味味味味わいわいわいわい，，，，そのそのそのその大切大切大切大切さにさにさにさに気気気気づくづくづくづく

児童児童児童児童をををを育育育育てるてるてるてる社会科指導社会科指導社会科指導社会科指導    

～᐀末からᤘ和にかけてのᱧ史学習を通して～ 

ᒄ浞会 

 

ᒄ浞会 

 

山口 亮生 

 

 

濵野 則子 

 

 

 

 

倉岡 正英 

 

 

 

 

倉岡 正英 

守谷中学校 

書書書書くくくく力力力力をををを高高高高めるめるめるめる語彙指導語彙指導語彙指導語彙指導のののの在在在在りりりり方方方方    

～「意味マップ」の活用を通して～ 

 

知的障害知的障害知的障害知的障害のののの主役主役主役主役がががが「「「「生生生生きるきるきるきる力力力力」」」」育育育育むむむむ支援支援支援支援のののの在在在在りりりり方方方方    

～「教科・領域を合わせた指導」にὶ点をあて，生

ᓤのᓧ意な面を生かした成ഞ験を積み重ねる実

践を通して～ 

 

運動運動運動運動のののの楽楽楽楽しさやしさやしさやしさや喜喜喜喜びびびびをををを味味味味わうことができるわうことができるわうことができるわうことができる学習学習学習学習

指導指導指導指導のののの在在在在りりりり方方方方    

～中学校第１学年㒽上┹ᛛ「㐳〒㔌」における

達と自分のへのかかわりを通して～ 

 

「「「「ボールボールボールボールをもたないをもたないをもたないをもたない時時時時のののの動動動動きききき」」」」のののの習得習得習得習得とととと活用活用活用活用をををを目目目目

指指指指したしたしたした体育体育体育体育かかかか学習指導学習指導学習指導学習指導のののの展開展開展開展開    

～小学校第６学年「サフトボール」における言語活

動の充実を図る工夫を通して～ 

⨙ၔ⋵教育

研究会 

 

⨙ၔ⋵教育

研究会 

 

 

 

⨙ၔ⋵教育

研究会 

 

 

 

ᒄ浞会 

ఝ ⦟

⾨ 

廣瀨 幹郎 

ᗲቪ中学校 

数学数学数学数学のよさをのよさをのよさをのよさを感感感感じじじじ取取取取りりりり数学的思考力数学的思考力数学的思考力数学的思考力をををを育育育育てるてるてるてる学学学学

習指導習指導習指導習指導のののの在在在在りりりり方方方方    

～ᣢ習事㗄を基にして数や図ᒻの性質などを見い

だす数学的活動を通して～ 

ᒄ浞会 最ఝ

⑲⾨ 

 

平成２４年度 教育論文応募者一覧 
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